
■ 第１５回全国理容美容学⽣技術⼤会
（ふりがな） いで りんか （競技部⾨名）
（⽒名） 井出 凜夏

（学校名）

（年齢） 20歳

（選⼿コメント）

■ 第１５回全国理容美容学⽣技術⼤会
（ふりがな） さの まなみ （競技部⾨名）
（⽒名） 佐野 ⿇菜美 まつ⽑エクステンション

（写真） （学校名）
・競技中の写真あれば 学校法⼈グラムール学院
・作品の掲載でも （年齢） 20歳 グラムール美容専⾨学校

（選⼿コメント）
⽬標であった第15回全国理容美容学⽣技術⼤会で⾦賞が受賞ができ、⼤変嬉しく思います。
⼤阪地区予選まではまつ⽑エクステンション種⽬に⼀緒に出ていた友⼈と時にアドバイスを
しあったり、時には励ましあったり、お互いを良きライバルとして必死に練習しました。
⼤阪地区予選を突破し全国⼤会に出場が決まってからは種⽬は違うけど同じ⼤会に向けて
頑張る仲間が頑張っている姿を⾒て元気をもらい努⼒することが出来ました。また、この様に
練習できる環境があった事、⽀えて下さる⽅々、応援して下さる⽅々がいてくれた事、
⼀緒に⾼めあえる仲間がいてくれたから⾦賞を受賞出来たのだと思います。
今後も感謝を忘れずに頑張ります。

「本当にありがとうございました」と伝えたいです。

まとめ、次に作品を作るときにその紙を⾒返し、同じ失敗をしないように頭にインプットさせて
から練習するようにしていました。
全国⼤会を終えての感想…
会場に到着してから競技開始するまでは⽐較的緊張していませんでしたが、競技開始の合図と
同時に、⼀気に緊張をしてしまって⼤阪地区⼤会とは⽐べものにならないくらい⼿が震えました。
今考えてみればその緊張や焦りのおかげで私は優勝できたのではないかと思っています。
緊張して焦っているときでも⽇々の練習、努⼒や習慣がそのまま出せるのだと実感しました。
技術というのは、やればやるだけ結果に出る、⾝につく、そして何より⾃分⾃⾝の⾃信に繋がると
全国理容美容学⽣技術⼤会を通して学ばせてもらうことができました。
全国優勝できたのも、お⽗さん、お⺟さんをはじめとした、先⽣⽅やクラスの仲間がいつも
そばにいてくれたからだと思います。

「うまくいかなかった部分」を書き出すのではなく「うまくいかなかった部分の改善策」を

理容ワインディング

⼤阪中央理容美容専⾨学校

頑張ったこと…
毎⽇のレッスンです。練習量はもちろん⼤切にしていましたが、どちらかと⾔えば、練習の
中⾝（質）を⼤切に⽇々レッスンしていました。具体的に⾔うならば、作品を仕上げたあとに、


